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子どものときから自閉気味で
，人前に出るとつ
い聞き役にまわることが多かった評者は
，およそ
〈ディベ
トー〉とは縁遠いところにいる。しかし，
国際化時代を迎え
，自分の意見を正しく表明でき
る豊かな表現力が求められている今日
，くディベー
ト〉による自分の存在表明は
，欠かせない重要な
資質となっている
。そのためには，説得の論理に
加えて
，相手を納得させる論理も必要となってい
る。ここに，〈ディベート〉のもつ今日的意味が
あるのであろうか。
本書は
，「教室ディベートの新時代」というシ
リ
ズーの17冊目に当たる。 17冊も出ているという
ことは
，それだけ〈ディベート〉への関心が高い
ということであろうＯ佐長氏は
，そのシリーズの
７冊目に，松尾正幸氏との共編による「ディベー
トによる社会科の授業づくり
」も著している。本
書は
，氏の２冊目の〈ディベート〉論である。
本書の構成は
，次のようになっている。
第１章　社会科ディベート授業の確立をめざし
て
第２章　議論の指導とその実際
第３章　ディベート型の指導とその実際
第４章　判定の指導とその実際
第
５章　社会科ディベート授業の展開
これらのうち
，第１章と第２章～第５章の理論
部分は編者が執筆し
，展開部は，小学校10名，中
学校４名の計14名の実践で構成されている
。
では
，本書が課題とするところはどこにあるの
であろうか
。それは，「子どもたちが，基本的な
ディベ
トーを，社会科学習活動として，ある程度
自由に行うことができるようになるための指導の内容と方法，その手順について，明らかに」する
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ことにある
。なぜなら，みごとなディベ¬卜授業
をやってみせる教師でも
，ディベート導入の指導
はブラックボックスになっていて
，ディベートま
での指導プランがどこにも明示されていないのが
一般的だからである。ここに，本書が構想された
背景がある。
以下
，本書の特色をいくつか挙げてみよう。
まず
，文章が軽快なテンポで展開されており，
一見理屈っぽい論述も，入門書として親しみやす
いものとなっている
。また，参考文献もユニーク
で
，本山ちさと『公園デビュー』や阿部謹也『西
洋中世の愛と人格』などが挙げられている
。まさ
に
，単なる技術論を超え，納得の論理を構築する
にふさわしい
，著者独自の思想性がうかがえるの
であるＯさらにいえば
，理論枠を正しく受けて各
実践が展開され
，両者の整合性が保たれている点
も
，本書の構成を強固なものにしている。編者を
中心とする実践者の度重なる研究の成果といえよ
つＯ
ところで
，本書は，社会科におけるディベート
指導の原理を方法主義においている
。知識・理解
としての内容を教える授業でなく
，方法を教える
授業
へ転換目指していると取れる。これまで
の社会科の弱点を補い
，21世紀型の社会科を目指
すものだけに
，内容主義のあり方についてのいま
一つ説得性がほしい気もする。また実践例も，
「ディベ
トーで学ぶ社会」をねらいとしたために，
固い時の課題が多く
，もっと面白く，楽しい授業
をという期待も出て来よう。
とはいえ
，旧来の静的な授業を動的にする意図
は十分果たされており
，「社会科でディベートす
る子どもを育てる」うえでの必見の好書である。
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